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（1） 高齢運転の死亡事故増 75歳以上、「団塊」も影響か 

＊2022年に全国で起きた75歳以上のドライバーによる車やバイクの交通死亡事

故は、前年に比べ 33件増の 379件。2年連続の増加。 

＊1947∼1949 年生まれの「団塊世代」が 75 歳以上となり始めた影響とみられ、

増加傾向が続く恐れも。 

＊2022年 5月から、一定の違反歴がある 75歳以上に免許更新時の運転技能検査

（実車試験）が義務付けられました。 

（2023 年 3 月 6 日 日本経済新聞記事より抜粋・引用） 

 

（2） 保育士の配置 手厚く   

政府、4∼5歳 25人に対し１人 

＊政府は保育士の配置基準を見直します。 

*現在は 4~5 歳児 30 人ごとに保育士 1 人を充てているのを 25 人ごとに 1 人

に。 

*1 歳児藻」6 人ごと 1 人から 5 人ごとに 1 人とします。 

＊保育士の人材確保や財政支援が課題。 

＊現在の国の基準では、0 歳児で 3 人ごと、1~2 歳児で 6 人ごと、4~5 歳児

で 30 人ごとに 1 人。 

（2023 年 3 月 29 日 日本経済新聞記事より抜粋・引用） 

 



（3） 誰もが使いやすい鉄道に  障がい者の声聴き利便性 

         ホームと車両の段差・隙間解消 

＊大阪市高速電気軌道（大阪メトロ）の取り組みは先進的。 

*ホームドア設置のほか、ホームと車両の段差・隙間の解消を進めて 133 駅

中 71 駅の全ドアで施工が完了。 

*2026 年度中に設置可能な箇所すべてに対応。 

*ホームと車両の隙間を埋める天板付きの櫛状ゴムを開発し、障がい者らの

意見を聴きながらホームのへりをかさ上げして適度な傾斜をつけました。 

*ベビーカーやキャリーバッグの利用者にも好評。 

＊大阪府が全国で初めて「福祉のまちづくり条例」を施行したのが 1993 年

4 月 1 日。 

（2023 年 3 月 29 日 日本経済新聞記事より抜粋・引用） 

 

 

 

 

今月の福祉用具－福祉住宅改修の基礎知識 

手すりを付ける  浴室の手すり 

☆浴室で用いる手すり 

＊浴室出入りの用の縦手すり    ＊洗い場立ち座り用縦手すり 

＊浴槽またぎ越し用の縦手すり  ＊浴槽内立ち座り用のＬ字型手すり 

＊浴室で実際に動作を行ってもらい、入浴者の身体状況を考慮して、必要に応

じて手すりを取り付けます。 

＊手すりを設置できない場合、浴槽縁への簡易型のはめ込み手すり（介護保険

給付の住宅改修対象外ですが、福祉用具の給付品目）で対応する手も。 

（参考：福祉住境コーディネーターテキスト＆福祉用具専門相談員研修用テキスト・介護用品カタログより） 

 

 

 


